
博物館型研究統合の1事例

令和7年度企画展示
「野村正治郎とジャポニスムの時代
―着物を世界に広げた人物」

について

国立歴史民俗博物館

澤田和人



博物館型研究統合

博物館機能を存分に発揮する独自
の研究スタイル

くわしくは歴博のウェブ
サイトで



野村正治郎
（1880－1943）

国立歴史民俗博物館



野村正治郎
（1880－1943）

国立歴史民俗博物館



『文化庁月報』63号 1973年『読売新聞』 1973年10月21日 朝刊

海外流出から
の里帰り



里帰り品 1983年

頭物 237

小袖類 155

時代小袖雛形屛風 100

袋物・懐中物 53

帯 16

化粧道具 6

打敷 1

小袖類裂 1

能装束 1

筥 1

計 571

京都残存品 1987年

小袖類 142

袖形装幀小袖類裂 100

在銘小袖類裂 35

時代小袖雛形屛風用小袖類裂 28

袱紗 3

羽織類 2

打敷 1

帯 1

小袖類裂 1

能装束 1

水引幕 1

鎧下着 1

計 316

京都残存品 2 2019年

小袖類裂 107

時代小袖雛形屛風残余裂 79
小袖類裂（時代小袖雛形屛風
用小袖類裂ツレ）

16

打敷 13

裂 10

小袖類裂（袖形装幀裂ツレ） 6

時代小袖雛形屛風用部品 3

帯 1

袈裟 1

小袖類 1

襦袢類 1

袋物・懐中物 1

風呂敷 1

鎧直垂 1

計 241

その他

小袖類裂貼装屛風 5

時代小袖雛形屛風残余裂 4

小袖類 2

小袖類裂 1

時代小袖雛形屛風 1

計 13

歴博所蔵

野村正治郎衣裳コレク
ションと関連資料

合計1141件

この一群が
出発点



『大阪朝日新聞』 1917年10月 24日 朝刊

美術商であり、
近世の着物のコレクター



第1章：美術商としての活動―対外交流

西洋人を相手にした販売戦略を見ていき、西洋人と交
流を深めて着物の美を国外に伝えていくさまを辿る。

第2 章：コレクターとしての活動―国内交流

当時の社会の中で日本文化としての着物の重要性を
啓発する役割を果たしていった様子を繙いていく。

発信者側の視点で
ジャポニスムを捉える



南阿トランスバール国ニ於ケル日本人入国拒絶ニ関スル顛末ニ付禀請ノ件
1906年 外務省外交史料館

マハトマ・ガンディーに
影響を与える



日本

埼玉 遠山記念館

東京

丸紅ギャラリー

共立女子大学博物館

根津美術館

文化学園服飾博物館

東京都江戸東京博物館

神奈川 女子美術大学美術館

愛知
Ｊ. フロント リテイリング史料館

名古屋市博物館

京都

京都工芸繊維大学美術工芸資料館

歴彩館

木村染匠株式会社

友禅史会

ぎをん齋藤

染司よしおか

文化庁

京都国立博物館

徳正寺

古代友禅株式会社

京都市立芸術大学芸術資料館

兵庫
関西学院大学博物館

姫路市書写の里・美術工芸館

奈良 奈良県立美術館

福岡
福岡市博物館

九州国立博物館

アメリカ

アリゾナ タルアセン・ウエスト

カリフォルニア
サンフランシスコ・アジア美術館

ロサンゼンルス・カウンティー美術館

イリノイ シカゴ美術館

ハワイ ホノルル美術館

マサチューセッツ
ボストン美術館

アーサー M. サックラー美術館（ハーバード大学美術館群）

ミシガン デトロイト美術館

ミズーリ ネルソン・アトキンス美術館

ネブラスカ ジョスリン美術館

ニューヨーク
クーパー・ヒューイット国立デザイン博物館

メトロポリタン美術館

ペンシルベニア ハバフォード大学図書館

ロードアイランド
ロードアイランド・スクール・オブ・デザイン附属美術館

ロードアイランド歴史協会

ワシントン ワシントン州立大学図書館

イギリス ロンドン ヴィクトリア&アルバート博物館

中華民国 嘉義 国立故宮博物院南部院区

野村正治郎に関係する資料を所蔵する機関等
国内：25
海外：18

西洋人の
顧客獲得
に成功



Catalogue S. Nomura 1925年頃 薩摩藩邸黒門→鹿鳴館正門→華族会館正門
岡本定吉『住宅建築写真集成』第1輯、建築工芸協会、

1918年



領収書 野村商店
1925年 個人

Yokohama and 
Vicinity

（グランドホテル、
1908年頃）

個人
野村商店 神戸支店ビジネスカード

1928年 個人

野村商店 神戸支店ビジネスカード
1937年 個人



西洋人が期待する
「日本らしさ」の演出
が巧み



文化庁の購入から漏れたもの
1989年に直系の子孫が寄贈

2001年に西陣織物商
の丸池から購入

メトロポリタン美術館

『続小袖と振袖』（芸艸堂、1932～33年）所収 『続小袖と振袖』所収



マイケル・パレール卿が1923年に
購入、1968年に寄贈

ヴィクトリア&アルバート博物館

ルーシー・トゥルマン・アルドリッチが
1923年に購入、1935年に寄贈

ロードアイランド・スクール・オブ・デザイン
附属美術館

ヨゼフ・マルクヴァルダーが1913年
に購入、2011年に収蔵

ロサンゼルス・カウンティ―美術館

コレクターとしての性格を
強める前に販売

江戸

コレクターとしての性格を
強めた後に販売

明治 大正



ルイ・ヴァーノン・ルドゥーが
1934～35年頃に購入、

2013年に寄贈

アーサー M. サックラー美術館
（ハーバード大学美術館群）

『小袖と振袖』（芸艸堂、
1927～28年）所収

ジャパン・ソサエティやアメリカ
日本文化センターの活動に
貢献。コロンビア大学と緊密
に連携する日本研究協会の
会長を務める。

唯一の例外



Catalogue S. Nomura 1925年頃

ロードアイランド・スクール・オブ・
デザイン附属美術館

ルーシー・トゥルマン・アルドリッチ
コレクション

西洋人向けの着物

日本人向けと同等の
「本物」の着物を販売



私は嘗て或る外人が神戸の埠頭に於て日本への第一歩をした時、何はと
もあれ、野村氏の蒐集を見たいといった事実を聞いたことがある。洵（まこ
と）に野村氏の衣裳の蒐集は一個人の蒐集としては餘りに大規模で、我
国の名物の一であり、その蒐集館は優に日本名勝の観が深い。否、世界
広しと雖、氏の如く熾烈な日本衣裳の欣求者（ごんぐしゃ）もなく、又氏
の如く多数の蒐蔵家もなく、更に又氏の如く之を欧米に向って宣伝される
人もなからう。此の点に於て確かに氏は日本衣裳王と称するも敢て過褒
（かほう）ではないであらう。

野村正治郎編『続誰が袖百種』（芸艸堂、1930年）に寄稿した江馬
務の跋文



然し氏の偉大なるはその他に理由がある。氏の此の趣味、此の挙は一に
国家を思ひ、染織芸術を愛する至誠至情より発してゐることで、永遠に染
織史上珍重すべき品あれば、外国に流出するを憂ひ、千万金を惜しまず
して購入され、之を徒に自家薬籠中のものとなさず、その研究者に対して
は常に開放展示して斯界の発達に寄与せらるゝことは、如何に涙ぐましいこ
とではないか。

野村正治郎編『続誰が袖百種』（芸艸堂、1930年）に寄稿した江馬
務の跋文



束熨斗模様振袖
重要文化財 友禅史会

ロックフェラー
2世を魅了



Henry Albert Phillips. Meet the Japanese, Philadelphia & London: J. B. Lippincott Company, 1932

コレクション
を見せる

レクチャー
する

図版集を
公刊する

「本物」を
販売する

様々な方法で世界に
着物を広める



光 影

商品が売れる 海外に流出する

コレクション
収集の動機品質の保証
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